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学 位 論 文 内 容 の 要 旨
オキシ トシンは､脳内ホルモンとして中枢神経に作用し空間記憶､情動､生
殖行動､社会性行動に影響を及ぼすことが知られている｡さらに雄ラットを用
いた実験で､性的活動や交尾行動によってオキシトシン分泌が増加することが
報告されている｡またマウスを用いた実験で､オキシ トシンには抗 うつ効果が
あることが報告されている｡ヒトにおいても血中オキシ トシンレベルとうつ病
の間には､有意な関連があることが証明されている｡
本研究は､雄マウスの交尾行動によってオキシ トシン分泌が増加 し､抗 うつ
効果を示すか検討することを目的とする｡うつ関連行動の評価には､強制水泳
試験を用いた｡その結果､野生型雄マウスでは､交尾行動後にうつ関連行動が
減少したが､オキシトシン受容体欠損マウスでは減少しなかった｡さらにオキ
シトシン受容体アンタゴニス トを投与した雄マウスでは､交尾行動によるうつ
関連行動の減少が認められなかった｡これらの結果から交尾行動という生理的
な刺激による抗 うつ効果は､オキシトシンを介することが明らかになった｡
論 文 審 査 結 果 の 要 旨
副作用のない抗うつ薬開発が臨床現場では求められているが､本研究は､脳内生体ホルモン
のひとつである､オキシトシンに着 目し､雄マウスの交尾行動によってオキシトシン分泌が増加し､
抗うつ効果を示すか否かについて検討することを目的に行われた｡うつ状態は､強制水泳試験
を用いて､無動時間で評価した｡その結果､野生型雄マウスでは､1時間雌との同居による交尾
行動後､無動時間は有意に減少した｡一方､アクリル板で区切ったケージで､交尾できない同居
のみでは･無動時間の減少は艶められなかった｡オキシトシン受容体欠損マウス､オキシトシン
アンタゴニスト投与マウスともに､無動時間は有意に減少しなかった｡以上の結果から､交尾行動
という生理的な接触により､オキシトシンを介して抗うつ効果を示すことが明らかになったC瞳床
的にも極めて有用である可能性を示唆したものとして､価値ある業凍であると認める｡
よって､本研究者は博士(医学)の学位を得る資格があると認める｡
